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６月８日から15日の８日間の日程で開催された。
６月定例会は、報告３件・承認４件・議案８件が
提案され、審議の結果、原案のとおり可決した。６月定例会

承
認

議
案

６
月
定
例
会
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専
決
処
分
の
報
告

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

想
定
を
上
回
る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
が
あ
り
、
こ
れ
を
基
金
へ
積
み
立

て
る
予
算
が
不
足
し
た
た
め
補
正
。

※
予
算
の
仕
組
み

歳
入
に
寄
附
金
が
入
っ
て
も
、基
金

と
す
る
に
は
、積
立
金
と
し
て
支

出
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
筑
前
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

●
筑
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
等
の
関
連
法
令
の
改
正
が
４

月
１
日
施
行
の
た
め
改
正
。

平
成
30
年
度
筑
前
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
29
年
度
の
会
計
で
歳
出
が
歳
入

を
上
回
っ
た
た
め
、
繰
上
充
用
を
行

っ
た
。

問　

住
民
税
の
基
礎
控
除
が
10
万
円

上
る
が
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

住
民
税
の
基
礎
控
除
と
同
じ
よ

う
に
所
得
税
の
基
礎
控
除
も
上
が

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
長
）

問　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、
い
く
ら

値
上
げ
に
な
る
の
か
、
ま
た
町
に
ど

の
く
ら
い
還
元
さ
れ
る
の
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
３
年
間
で
国
・
地

方
を
合
わ
せ
一
本
に
つ
き
３
円
上
が

る
。
町
へ
の
還
元
は
今
の
と
こ
ろ
計

算
を
し
て
い
な
い
の
で
不
明
。

（
税
務
課
長
）

問　

国
民
健
康
保
険
の
課
税
限
度
額

が
４
万
円
増
額
に
な
る
が
、
対
象
世

帯
と
増
額
は
。

答　

対
象
は
13
世
帯
。
約
320
万
円
程

度
増
額
に
な
る
。　
　
（
健
康
課
長
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

町
営
住
宅
東
小
田
団
地
建
替
工
事

周
辺
道
路
等
の
整
備
の
変
更
。

問　

町
営
住
宅
東
小
田
団
地
の
現
在

の
進
捗
率
と
８
月
31
日
の
竣
工
に
間

に
合
う
の
か
。

答　

進
捗
率
は
30
％
程
度
。
竣
工
後

引
き
渡
し
は
10
月
に
な
る
。

（
都
市
計
画
課
長
）

問　

道
路
の
舗
装
工
事
の
金
額
が
多

く
な
っ
て
い
る
が
道
路
幅
が
広
く
な

る
の
か
。

答　

現
行
４
ｍ
を
６
ｍ
に
拡
幅
す
る

工
事
。

（
都
市
計
画
課
長
）



請
願
・
意
見
書

選
挙

議
案
審
議
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条
例
の
一
部
改
正

筑
前
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
に
関
す

る
改
正
。（※

６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

財
産
の
取
得

筑
前
町
基
幹
系
パ
ソ
コ
ン

更
新
の
た
め
に
購
入
。

問　

パ
ソ
コ
ン
の
更
新
は
い
つ
決
ま

っ
て
い
た
の
か
。

答　

当
初
予
算
で
決
ま
っ
て
い
た
。

耐
用
年
数
は
５
年
だ
が
、
７
年
程
度

で
の
更
新
を
し
て
お
り
、
22
年
度
末

に
調
達
し
た
も
の
を
更
新
。

（
財
政
課
長
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

国
で
財
政
再
建
を
目
標
に
地
方
財
政

へ
の
歳
出
削
減
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
不
可
欠
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
財
源
確

保
は
必
要
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
重
要
。
国
の
関
係
機
関
へ
「
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
」
を
提
出
す
る
。

●
甘
木
・
朝
倉
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
議
員

●
甘
木
・
朝
倉
・
三
井
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

桒
野
光
雄
議
員
ご
逝
去
に
伴
い
組

合
議
員
を
選
出

　

山
本　

一
洋　

議
員

問　

荒
廃
森
林
整
備
事
業
返
還
金
の
歳

入
と
歳
出
の
金
額
の
相
違
は
。

答　

整
備
費
の
中
で
事
務
費
10
％
を
除

い
て
返
還
す
る
。

（
農
林
商
工
課
長
）

問　

消
防
費
の
備
品
で
ホ
ー
ス
等
購
入

と
あ
る
が
。

答　

消
防
操
法
県
大
会
用
の
ホ
ー
ス
。

（
環
境
防
災
課
長
）

歳
　
入

分担金及び負担金
　県営暗渠排水事業分担金

810万円

繰入金
　農業振興基金繰入金など

792万円

諸収入
　消防団員公務災害補償費など

224万円

歳
　
出

県営暗渠排水事業 1,620万円

県消防操法大会出場経費等 428万円

荒廃森林整備事業 13万円

＜おもな内容＞

６月一般会計補正予算
1,826万円を増額し、総額121億 7,347万円

（前年度122億7,453万円）



平成30年６月定例会各議員の賛否
議
決
結
果

※　議長　矢野　勉は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。
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区
分

審
議
結
果

議員名

議案名

深
野  

良
二

田
口  

讓
司

横
山  

善
美

山
本  

一
洋

奥
村  

忠
義

木
村  

博
文

石
丸
時
次
郎

山
本  

久
矢

川
上  

康
男

福
本  

秀
昭

梅
田
美
代
子

一
木  

哲
美

河
内  

直
子

田
中  

政
浩

報
告

平成29年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度筑前町一般会計予算の継続費繰越 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の報告（めくばーる駐車場内での事故） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決

承
認

平成29年度筑前町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：低所得者層に対しては多少の減額があり評価
できるが、納付限度額の大幅な引き上げで納付限度額は年間
93万円もの保険税となり、大変な負担を強いるため反対。

平成30年度筑前町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例

可
決

筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

可
決

平成30年度筑前町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度筑前町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

可
決

福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び福岡県自治会館管理組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の
一部変更に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町営住宅東小田団地建替工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について（筑前町基幹系パソコン） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選
挙

当
選

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合議会議員の
補欠選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甘木・朝倉・三井環境施設組合議会議員の補欠選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

採
択

「地方財政の充実・強化を求める意見書」の

提出を求める請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：意見書には消費税の増税が含まれている。
所得の低い方々に多くの負担をかける消費税増税には反対で
あり、消費税増税が入っていることに対し反対。

（賛成討論）田中：地域住民に行政サービス維持継続のために、
的確な地方財政措置による安定した財源を確保するために重
要であり賛成。

発
議

可
決

地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議員派遣(総務建設常任委員会視察研修） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員派遣(文教厚生常任委員会視察研修） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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特
集　

民
話

　

秋
月
藩
で
は
、福
岡
へ
行

く
秋
月
街
道
に
一
里
ご
と
に

塚
を
作
り
道
し
る
べ
と
し
て

い
ま
し
た
。秋
月
か
ら
丁
度
一

里
の
弥
永
峠
に
塚
を
作
り
、

数
本
の
松
が
植
え
ら
れ「
一
里

松
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
本
だ
け
残
っ
た

松
は
、樹
齢
300
年
余
、高
さ
22

メ
ー
ト
ル
、幹
回
り
５
メ
ー
ト

ル
の
名
木
で
全
国
に
た
だ
一つ

だ
け
、国
の
文
化
財
と
指
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
34

年
の
台
風
で
危
険
な
状
態
に

な
り
切
り
倒
さ
れ
、今
で
は
一

里
塚
の
石
碑
だ
け
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

む
か
し
、秋
月
街
道
は
多

く
の
往
来
で
賑
わ
い
、弥
永

村
は
大
己
貴
神
社
の
門
前
町

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。松

の
木
陰
は
、行
き
か
う
人
の

休
み
処
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、い
つ
の
頃
か
ら

か
こ
の
松
の
木
に
、気
味
の
悪

い
噂
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、松
の
木
の

あ
た
り
で
女
性
の
す
す
り
泣

く
声
や
赤
ん
坊
の
泣
き
声
が

聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
の
で

す
。冬
の
寒
い
風
の
日
な
ど

は
、雨
戸
が
ガ
タ
ガ
タ
と
ゆ
れ
、

「
シ
オ
ー
ン
、シ
オ
ー
ン
」と
女

性
の
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ

え
て
く
る
の
で
す
。

　

あ
る
夜
、法
事
帰
り
の
お

坊
さ
ん
が
ほ
ろ
酔
い
か
げ
ん
で

こ
の
松
の
木
を
通
り
か
か
り

ま
し
た
。そ
の
時
、あ
の
泣
き

声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
す
。

　

腕
っ
ぷ
し
も
強
い
が
、気
も

強
い
お
坊
さ
ん
は
、「
こ
ら
っ
、

悪
さ
を
す
る
の
は
キ
ツ
ネ
か

そ
れ
と
も
タ
ヌ
キ
か
」と
一
喝

す
る
と
、声
は
ピ
タ
リ
と
止
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。帰
ろ
う

と
す
る
と
、ま
た「
シ
オ
ー
ン
、

シ
オ
ー
ン
」と
女
性
の
す
す
り

泣
く
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の

で
す
。

　

こ
の
話
は
村
中
に
広
ま

り
、村
人
た
ち
は
、あ
の
松
の

木
を「
夜
泣
き
松
」と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
は
、

「
夜
泣
き
松
」の
話
で
も
ち

き
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
う
い
や
ぁ
、こ
ん
前
ん

大
風
で
、も
う
一
本
の
松
ん
木

が
倒
れ
た
時
、切
っ
て
し
も
う

た
ろ
う
が
」「
そ
り
ゃ
ぁ
、き
っ

と
親
子
松
じ
ゃ
っ
た
じ
ゃ
ろ
」

「
そ
い
で
、呼
び
よ
る
と
じ
ゃ

ろ
か
」と
、人
々
は
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、村
人
た
ち
は
、松

の
木
の
根
元
に
小
さ
な
祠
を

つ
く
り
供
養
し
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
、あ
の
泣
き
声

は
聞
け
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。

参
考
文
献
：
筑
前
町

　
　
　
　
　

図
書
館
所
蔵

・
伝
承
三
輪
の
昔
ば
な
し

・
紙
芝
居

「
弥
永
の
夜
泣
き
松
」か
ら

ち
ょっと

ひ
と

息

弥い

や

永な
が

の
夜
泣
き
松

第
四
回　

民
話

近年に植えられた松



学童保育所　放課後支援員を募集中

問合せ先　筑前町社会福祉協議会

※ 雇用要件等は直接お問い合わせください
☎42-4555

　町から委託を受けて３ヵ所の学童保育所（放課後児童健全育成事業）を社会福

祉協議会が運営しています。

　学童保育所では、小学生を対象に放課後等児童が帰宅しても、保護者が就労等

で不在である家庭に代わって保育を行います。

　学童保育所は、異年齢による遊びや学習、行事等を通じて、互いに教え合い、

伝え合いができ、友達の幅が広がることが最大の魅力です。また、安全第一をモッ

トーに放課後支援員が見守りを行っています。

　年々入所希望児童数は増加傾向にあるなか、学童保育所放課後支援員の不足は

深刻な状況です。子ども達を楽しく見守ってくれる人を随時募集しています。

【放課後支援員の主な業務】

みわっ子Sun2 クラブ

基本的生活習慣の援助、
自立に向けた手助け

児童の健康管理、
出席確認をはじめとした
安全の確保

活動状況の
家庭への日常的連絡、
情報交換

西日本豪雨災害
　昨年の九州北部豪雨の復旧・復興の最中、本年も７月６日に数年に一度の豪雨にな
り、西日本一帯に死者、行方不明者・負傷者、家屋の流出・損壊など甚大な被害をも
たらしました。
　本町においても幸い人的被害はなかったものの、ため池の決壊・川の濁流による床
上床下浸水・川の氾濫・道路法面の崩壊など340件以上（H30.７.16現在）の被害が出
ています。議会においても早期復旧・復興に向けて取り組んでまいります。

被害状況の一部

●決壊した中島池、中牟田小学校の浸水被害、道路陥没

●草場川氾濫による農作物ハウス冠水、育成苗被害

◆ 災害報告受付件数 ◆

草場川の氾濫跡

●県河川　　43件　　●町道路　　44件

●県道路　　13件　　●田　　　　84件

●町河川　　12件　　●水路　　　61件

●農道　　　18件　　●ため池　　21件

●その他（床上・床下浸水含む）52件

ここまで冠水
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学童保育所　放課後支援員を募集中

問合せ先　筑前町社会福祉協議会

※ 雇用要件等は直接お問い合わせください
☎42-4555

　町から委託を受けて３ヵ所の学童保育所（放課後児童健全育成事業）を社会福

祉協議会が運営しています。

　学童保育所では、小学生を対象に放課後等児童が帰宅しても、保護者が就労等

で不在である家庭に代わって保育を行います。

　学童保育所は、異年齢による遊びや学習、行事等を通じて、互いに教え合い、

伝え合いができ、友達の幅が広がることが最大の魅力です。また、安全第一をモッ

トーに放課後支援員が見守りを行っています。

　年々入所希望児童数は増加傾向にあるなか、学童保育所放課後支援員の不足は

深刻な状況です。子ども達を楽しく見守ってくれる人を随時募集しています。

【放課後支援員の主な業務】

みわっ子Sun2 クラブ

基本的生活習慣の援助、
自立に向けた手助け

児童の健康管理、
出席確認をはじめとした
安全の確保

活動状況の
家庭への日常的連絡、
情報交換

西日本豪雨災害
　昨年の九州北部豪雨の復旧・復興の最中、本年も７月６日に数年に一度の豪雨にな
り、西日本一帯に死者、行方不明者・負傷者、家屋の流出・損壊など甚大な被害をも
たらしました。
　本町においても幸い人的被害はなかったものの、ため池の決壊・川の濁流による床
上床下浸水・川の氾濫・道路法面の崩壊など340件以上（H30.７.16現在）の被害が出
ています。議会においても早期復旧・復興に向けて取り組んでまいります。

被害状況の一部

●決壊した中島池、中牟田小学校の浸水被害、道路陥没

●草場川氾濫による農作物ハウス冠水、育成苗被害

◆ 災害報告受付件数 ◆

草場川の氾濫跡

●県河川　　43件　　●町道路　　44件

●県道路　　13件　　●田　　　　84件

●町河川　　12件　　●水路　　　61件

●農道　　　18件　　●ため池　　21件

●その他（床上・床下浸水含む）52件

ここまで冠水
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運
営
形
態
の
一
本
化
で

相
乗
効
果
を
最
大
限
に

石
丸　

民
間
と
の
連
携
の

観
点
か
ら
記
念
館
の
運

営
形
態
は
見
直
す
べ
き
で

は
。

町
長　

記
念
館
運
営
は

当
初
の
基
本
理
念
を
堅
持

し
、
入
館
料
等
を
基
本
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活
用

し
公
設
公
営
の
運
営
に
努

め
る
。

石
丸　

記
念
館
と
み
な
み

の
里
の
運
営
の
一
本
化
で

相
乗
効
果
を
最
大
限
に
。

町
長　

記
念
館
は
町
負
担

の
観
光
施
設
。
利
用
者
の

経
費
負
担
は
当
然
。
両
施

設
が
独
立
採
算
を
基
本
に

し
た
運
営
努
力
が
必
要
。

石
丸　

自
治
体
は
今
、
稼

ぐ
力
が
求
め
ら
れ
る
時

代
。
意
識
改
革
を
含
め
た

職
員
教
育
が
重
要
に
な
る

が
。

町
長　

稼
ぐ
力
の
意
義
は

職
員
も
認
識
。予
算
編
成
、

事
業
計
画
時
に
費
用
対
効

果
、
コ
ス
ト
意
識
等
を
指

導
。
新
た
な
財
源
の
研
究
、

確
保
に
努
め
る
。

入
館
者
の
確
保

企
画
力
で
競
え

石
丸　

入
館
料
の
値
上
げ

は
来
館
者
の
減
少
、
職

員
の
問
題
解
決
へ
の
意
欲

を
奪
う
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。

企
画
課
長　

よ
り
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
で
入
館
者

の
確
保
に
努
め
る
。
安
定

的
な
運
営
が
職
員
の
意
欲

を
高
め
る
第
一
と
考
え
る
。

石
丸　

入
館
者
の
確
保
は

企
画
力
が
左
右
す
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

企
画
課
長　

来
年
10
周
年

を
迎
え
る
。
大
き
く
４
つ

の
事
業
を
計
画
。
マ
ス
コ

ミ
等
へ
情
報
発
信
を
行
い

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
。

石
丸　

グ
ッ
ズ
の
売
り
上

げ
は
減
少
傾
向
。対
策
は
。

企
画
課
長　

グ
ッ
ズ
の
新

規
開
発
は
恒
常
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
コ
ー
ナ
ー

拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　６月議会では、７人の議員から15件の一般質問が行われ、町政全般について２日間
にわたり活発な議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。（http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/）
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

石丸時次郎　議員

稼
ぐ
力
…
意
識
改
革
こ
そ

職
員
も
認
識
深
め
つ
つ

　　　　平和のメッセージ
　　　　　　　　　次世代へ
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

公
立
運
営
に
継
続
を

福
本　

篠
隈
保
育
所
の
指

定
管
理
者
制
度
は
公
の
施

設
の
管
理
に
民
間
の
能
力

を
活
用
。
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
民
営
化
さ
れ
た

が
、
町
の
財
政
負
担
の
影

響
は
。

財
政
課
長　

平
成
25
年
度

に
完
全
民
営
化
さ
れ
人
件

費
の
削
減
と
、
運
営
費
に

対
す
る
国
・
県
の
補
助
金

収
入
に
よ
り
町
の
財
政
負

担
が
約
６
千
万
円
減
額
と

な
っ
た
。

福
本　

費
用
対
効
果
の
高

い
予
算
編
成
や
効
率
的
な

予
算
執
行
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
民
間
の
幅
広
い
活

用
も
選
択
肢
に
、
美
和
み

ど
り
保
育
所
の
運
営
を
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
考
え

は
。

こ
ど
も
課
長　

同
和
保
育

所
と
し
て
昭
和
44
年
に
制

定
さ
れ
た
同
和
対
策
特
別

措
置
法
の
補
助
金
を
利
用

し
た
。
指
定
管
理
者
制
度

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
経
緯
と
公
立
の
意
義

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

人
口
３
万
人
を目指

し
て

福
本　

各
自
治
体
も
人

口
減
少
対
策
に
必
死
だ

が
、
筑
前
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
喜
ん
で
も
ら

え
る
魅
力
的
ま
ち
づ
く

り
を
強
力
に
進
め
る
考

え
は
な
い
の
か
。

企
画
課
長　

平
成
19
年
に

第
一
次
総
合
計
画
を
策

定
し
「
み
ん
な
で
創
る
緑

輝
く
快
適
空
間
」
を
基
に

食
に
感
謝
し
平
和
を
願

う
ま
ち
づ
く
り
を
シ
ン

ボ
ル
テ
ー
マ
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

福
本　

町
長
が
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
こ
と
、
今
後

の
新
た
な
手
だ
て
は
。

町
長　

記
念
館
と
み
な

み
の
里
の
情
報
発
信
に

よ
る
交
流
人
口
が
増
加

し
、
住
ん
で
み
た
い
と
、

定
住
促
進
へ
繋
が
れ
ば

よ
い
と
思
う
。

安
心
・
安
全
な町づ

く
り

奥
村　

中
牟
田
バ
ス
停
付

近
に
横
断
歩
道
の
標
示
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
。

建
設
課
長　

朝
倉
警
察
署

や
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所

と
継
続
し
て
、
協
議
し
て

い
る
。

奥
村　

上
り
の
中
牟
田
バ

ス
停
に
待
合
所
が
な
い
。

ま
た
、
私
有
地
に
ゴ
ミ
が

散
乱
し
て
い
る
。

企
画
課
長　

現
状
を
確
認

し
て
、
対
策
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

奥
村　

高
齢
者
の
免
許
証

返
納
を
推
進
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
に
優
し
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
も
環
境

の
整
備
を
。

町
長　

危
険
個
所
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
地
元
か
ら

の
盛
り
上
が
り
も
起
こ
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

危
険
が
潜
む
通
学
路

奥
村　

過
去
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
件
で
質
問
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

は
。

環
境
防
災
課
長　

関
係
機

関
か
ら
情
報
収
集
を
行

い
、注
意
点
を
整
理
し
た
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
も
調

査
し
て
い
る
。

奥
村　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
や
中
学
校
の
放
課
後
授

業
で
は
、
一
人
で
下
校
し

て
い
る
児
童
生
徒
が
い
る

の
で
は
。

教
育
課
長　

危
険
と
思
し

き
箇
所
に
は
関
係
機
関
と

現
地
点
検
を
行
い
、
対
応

策
を
協
議
し
て
い
る
。

奥
村　

交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
飛
び
出
し
人
形

等
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
課
長　

既
に
設
置
が

済
ん
で
い
る
箇
所
も
あ

る
。

奥
村　

変
質
者
か
ら
身
を

守
る
、
安
心
・
安
全
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
は
。

教
育
課
長　

不
審
者
対
策

の
調
査
結
果
も
含
め
て
、

通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
に
記
載
し
て
い
る
。

こ
ど
も
支
援
を

奥
村　

給
食
費
の
助
成

を
。

教
育
長　

財
政
面
か
ら
現

時
点
で
は
難
し
い
。

健康と安心な保育に全力

あったらいいな、横断歩道

福本秀昭　議員

奥村忠義　議員

中
牟
田
バ
ス
停
に

横
断
歩
道
の
標
示
を

地
元
に
説
明
と
協
議
の
場
を
設
定
す
る

美
和
み
ど
り
保
育
所
に

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

公
立
運
営
を
継
続
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道
路
が
狭
く
て
危
険

木
村　

間
片
交
差
点
や
栗

田
信
号
南
側
等
、
道
路
が

狭
く
危
険
だ
。
解
消
す
る

た
め
の
手
立
て
は
。

建
設
課
長　

関
係
者
の
同

意
が
必
要
で
、
協
力
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
進
め
た
い
。

要
望
の
未
処
理
が多

い

木
村　

各
区
か
ら
の
要
望

の
処
理
が
進
ん
で
い
な
い
が
。

建
設
課
長　

財
源
に
限
度

が
あ
り
、
職
員
で
で
き
る

事
は
直
営
施
工
を
し
た

り
、
他
の
関
連
事
業
で
で

き
る
物
は
な
い
か
精
査
し

て
い
く
。

木
村　

長
野
県
下
条
村

で
、
小
規
模
な
土
木
工
事

は
住
民
自
ら
が
行
う
資
材

支
援
事
業
と
い
う
取
り
組

み
が
あ
る
が
、
本
町
で
取

り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

建
設
課
長　

町
の
財
政
面

等
で
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

町
長　

本
町
で
取
り
組
む

の
は
困
難
だ
が
、住
民
の
意

識
改
革
の
面
で
非
常
に
参

考
に
な
る
取
り
組
み
だ
。

買
い
物
困
難
地
域
の対策

木
村　

町
内
で
日
常
の
買

い
物
が
困
難
な
地
域
が
あ

る
。
総
務
省
行
政
評
価
局

は
、
行
政
上
の
課
題
と
捉

え
積
極
的
に
関
与
し
て
い

く
事
が
重
要
と
指
針
を
出

し
て
い
る
が
。

町
長　

高
齢
社
会
や
人
口

減
少
に
よ
り
店
舗
の
出
店

が
社
会
問
題
に
な
り
行
政

が
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
理
解
す
る
が

採
算
性
が
問
題
と
な
る
。

用
途
地
域
の
見
直
し
を

木
村　

都
市
計
画
基
礎
調

査
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

都
市
計
画
課
長　

西
部
地

域
の
準
工
業
地
域
を
含
む

用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
第
２
次
総
合
計
画
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
継

続
的
な
検
討
を
し
て
い
く
。

導
入
促
進
基
本
計
画

を
急
げ

梅
田　

３
年
間
、中
小
企

業
の
設
備
投
資
を
支
援
す

る「
生
産
性
向
上
特
別
措

置
法
」成
立
を
受
け
、町
は

速
や
か
に「
導
入
促
進
基

本
計
画
」を
策
定
し
固
定

資
産
税
は
ゼ
ロ
に
改
正

を
。

農
林
商
工
課
長　

早
急
に

計
画
を
策
定
し
中
小
企
業

の
積
極
的
設
備
投
資
の
一

助
に
な
る
よ
う
進
め
る
。

９
月
議
会
に
間
に
合
わ
せ

た
い
。

税
務
課
長　

物
づ
く
り
交

付
金
等
、納
税
者
が
有
利

に
な
る
方
向
で
考
え
る
。

梅
田　

企
業
が「
先
端
設

備
等
導
入
計
画
」を
策
定

し
活
用
す
る
に
は
商
工
会

と
の
連
携
、指
導
体
制
が

必
要
だ
が
。

農
林
商
工
課
長　

情
報
発

信
、指
導
等
含
め
商
工
会

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

住
み
良
い
町
の
た
め
に

梅
田　

庁
舎
内
は
全
面
禁

煙
と
な
っ
た
が
、敷
地
内

に
は
灰
皿
設
置
個
所
が
多

数
あ
る
。健
康
増
進
の
た

め
撤
去
を
。

財
政
課
長　

喫
煙
場
所
の

変
更
、撤
去
を
行
う
。

梅
田　

２
回
目
の
は
し
か

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成

を
。

健
康
課
長　

現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

梅
田　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
昼
食
が
で
き
な
い

理
由
は
。

こ
ど
も
課
長　

ワ
ン
フ
ロ

ア
で
衛
生
上
の
問
題
や
食

べ
物
を
め
ぐ
っ
て
保
護
者

間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。

梅
田　

昼
間
の
使
用
頻
度

が
低
い
公
民
館
支
館
を
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
有
効
活
用
し
て
は
。

町
長　

一
つ
の
案
と
し
て

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

梅
田　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
配
慮

し
学
ラ
ン
・
セ
ー
ラ
ー
服

を
ブ
レ
ザ
ー
の
制
服
に
。

教
育
課
長　

周
り
に
耳
を

傾
け
機
能
性
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
立
場
か
ら
、制
服
検
討

委
員
会
を
含
め
た
研
究
が

必
要
と
考
え
る
。

狭くて危険な生活道路

商工会との連携が不可欠

木村博文　議員

中
小
企
業
の
設
備
投
資
に

支
援
を

９
月
議
会
に
間
に
合
わ
せ
た
い

梅田美代子　議員

生
活
道
路
が
狭
く
て

危
険
な
所
が
あ
る
が

関
係
機
関
と
連
携
し
て
改
善
に
努
め
る

そ
の
他
の
質
問

花
い
っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て
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ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会

で
積
極
的
誘
致
を

山
本　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
大
会
誘
致
す
る
こ
と

に
よ
る
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　

補
助
事

業
を
活
用
し
、
４
団
体
が

町
内
大
会
を
実
施
し
た
。

山
本　

子
ど
も
の
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
が
本
町
で
開
催

さ
れ
た
時
に
は
、
九
州
一

円
・
山
口
・
四
国
か
ら
総

数
で
700
名
の
方
が
参
加
さ

れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う

な
大
会
を
誘
致
す
る
事
に

よ
り
、
交
流
人
口
増
加
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
呼
び
掛

け
を
し
て
い
き
た
い
。

山
本　

大
事
な
の
は
仕
掛

け
を
行
う
事
で
は
な
い

か
。
町
内
の
人
を
活
か
し

た
方
策
を
考
え
て
ほ
し

い
。

教
育
長　

仕
掛
け
は
大
事

だ
。
地
域
の
方
の
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
、
手
立

て
を
考
え
て
い
き
た
い
。

慰
霊
祭
で
平
和
を

考
え
る
一
日
に

山
本　

遺
族
会
員
の
高
齢

化
に
伴
い
、
忠
魂
碑
・
忠

霊
塔
の
維
持
管
理
を
危
惧

す
る
。
関
係
課
・
関
係
団

体
と
の
検
討
委
員
会
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
課
長　

関
係
機
関
の

意
見
や
、
教
育
の
見
地
か

ら
の
判
断
や
検
討
が
必

要
。

山
本　

追
悼
式
に
つ
い
て

は
、
会
場
を
含
め
、
平
和

の
日
と
い
う
よ
う
な
形
の

設
定
を
。

企
画
課
長　

関
係
課
や
遺

族
会
と
も
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

10
年
記
念
事
業
につい

て

山
本　

み
な
み
の
里
開
業

10
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

た
が
、
祝
賀
会
が
福
岡
市

内
で
行
わ
れ
た
と
聞
く
。

近
隣
市
町
村
で
の
開
催
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

自
治
法
を
根
拠
と

し
た
会
議
規
則
に
よ
り
第

三
セ
ク
タ
ー
等
の
質
問
に

つ
い
て
は
、
町
長
は
回
答

の
立
場
に
な
い
。
し
か
し

町
長
と
し
て
の
考
え
は
述

べ
ら
れ
る
と
判
断
し
て
い

る
。

公
会
計
化
は
給
食
費

無
償
化
へ
の
第
一
歩

河
内　

給
食
費
の
公
会
計

化
は
、教
員
の
事
務
負
担

軽
減
策
の
一
つ
。実
施
主
体

で
あ
る
自
治
体
が
財
政
面

で
も
責
任
を
負
う
法
律
に

則
っ
た
本
来
あ
る
べ
き
姿

と
考
え
る
。見
解
は
。

教
育
課
長　

教
職
員
の
負

担
軽
減
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。今
後
、県
の
情
報
提

供
や
他
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
研
究
し
て
い
く
。

河
内　

韓
国
で
は
小
学
校

94
％
、中
学
校
76
％
が
給

食
費
無
料
。無
償
化
を
進

め
る
の
は
国
の
責
務
。給

食
費
無
料
化
の
考
え
は
。

教
育
長　

国
の
支
援
等
が

な
い
現
段
階
で
は
難
し
い
。

町
長　

理
想
と
し
て
は
無

償
化
だ
が
現
実
的
に
は
困

難
。国
等
へ
の
要
望
を
強
め

て
い
き
た
い
。

保
険
料
が２年

で
５
倍　

河
内　

後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
の
軽
減
特
例
措

置
の
縮
小
・
廃
止
で
、元
被

扶
養
者
で
年
金
収
入
169
万

円
の
方
は
28
年
度
５
千
600

円
が
30
年
度
２
万
８
千
40

円
と
５
倍
に
な
る
。広
域

連
合
に
対
し
、独
自
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
提
言
す

べ
き
で
は
。

町
長　

制
度
の
安
定
性
・

維
持
を
考
え
た
も
の
で
あ

り
、独
自
の
軽
減
策
提
言

は
、今
考
え
て
い
な
い
。保

険
料
負
担
の
増
加
抑
制
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
要
望
し
て
い
く
。

炭
焼
窯
は
ど
う
な
る

河
内　

炭
焼
窯
の
屋
根
・

柱
が
撤
去
さ
れ
て
い
る

が
今
後
、ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
存
続
し
て
い
く
の

か
。

農
林
商
工
課
長　

み
な
み

の
里
の
隣
接
地
に
道
の
駅

構
想
や
観
光
イ
チ
ゴ
園
の

計
画
も
あ
る
の
で
、総
合

的
に
当
該
施
設
に
ふ
さ
わ

し
い
利
用
方
法
を
検
討
し

た
い
。

レスリング大会が開催

学校給食は食育

山本一洋　議員

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の活

性
化
を

各
団
体
に
呼
び
掛
け
を
す
る

河内直子　議員

学
校
給
食
の
無
償
化
を

理
想
は
無
償
化



傍
聴
を
し
て
の
感
想

　先
日
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に

よ
り
、多
く
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

筑
前
町
で
も
多
く
の
方
が
被
災

さ
れ
ま
し
た
。衷
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
多
く
の

災
害
で
被
災
地
の
人
た
ち
の
復

興
を
願
い
、義
捐
金
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　災
害
復
興
で
大
事
な
こ
と
は

災
害
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
支
援

を
続
け
る
こ
と
。そ
し
て
、災
害

の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
で
す
。

　議
会
も
皆
さ
ん
と
共
に
復
興

に
む
け
て
努
力
し
て
い
く
決
意

で
す
。
　
　
　
　

  

（
深
野
良
二
）
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T SO P I CO P I C

　
議
員
が
地
域
や
現
場
に
何

度
も
足
を
運
び
、一
つ
の
案
件

を
何
年
も
か
か
っ
て
継
続
的

に
調
査
し
、担
当
課
と
と
も
に

要
望
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、町
長
や
課
長
も
具
体
的

に
誠
実
に
答
弁
さ
れ
、少
し
で

も
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努

め
て
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
住
民
も
公
助
か
ら

自
助
へ
と
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
す
る
と
い
う
意
識
を
変

え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
）

　
町
の
発
展
の
た
め
に
、町
行

政
と
議
会
が
共
に
議
論
す
る

こ
と
は
大
変
有
意
義
な
事
だ

と
思
う
。今
後
も
積
極
的
な
検

討
を
し
て
ほ
し
い
。

（
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

　
議
員
の
質
問
も
き
ち
ん
と

整
理
さ
れ
、な
か
な
か
良
き
話

で
し
た
。町
民
を
考
慮
さ
れ
て

い
る
様
子
が
判
り
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。　  
（
Ｍ
・
Ｏ
さ
ん
）

※会期予定は８月21日の議会運営委
員会で確定のため、変更する場合
があります。

平成30年

9月定例会（予定）

傍聴へどうぞ！

●開会

●一般質問
9月 4日（火）10：00～

●閉会
9月18日（火）14：00～

9月 6日（木）10：00～
　～10日（月）　 〃

●決算審査特別委員会
9月12日（水）10：00～

～14日（金）　 〃

　
い
よ
い
よ
中
学
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着
、

高
校
入
試
対
策
と
し
て
毎
週
二
回
、
夜
間
に
各

中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
講
師
に
は
高
い
専

門
性
、
指
導
力
お
よ
び
英
語
科
・
数
学
科
の
指

導
経
験
を
有
し
た
方
々
が
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
三
輪
中
学
校
61
名
、
夜
須
中
学
校

84
名
の
生
徒
が
意
欲
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

（
教
育
課
　
大
内
田
　
優
）

中
学
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
が

　
　
　
　
　
　
　ス
タ
ー
ト
！

傍
聴
を
し
て
の
感
想

６
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
19
人
で
し
た
。

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

多
く
の
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一般質問公開のご案内 「筑前町議会」⇨「定例会・臨時会情報」⇨「一般質問通告書」をクリック！
開会前からホームページで公開

え
ん

三輪中学校 夜須中学校

12筑前議会だより（51号）


